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平成 28 年度文部科学省委託事業「専修学校留学生就職アシスト事業」 

成果報告書 

 

一般社団法人 大阪府専修学校各種学校連合会 

 

１．委託事業の概要 

（１）内容 

専修学校の情報発信のための広報媒体の制作 

 

 （２）事業実施期間 

    平成 28 年 11 月 1 日～平成 29 年 3 月 14 日 

 

 （３）委託事業の目的 

    現在専門学校へ進学する留学生が増加しているとはいえ、留学という進路を指導

する海外の教育機関や日本の日本語学校においても、十分に専門学校の教育内容を

理解しているとは言えず、海外においては職業訓練との違い、国内においては実技

中心なので日本語能力が低くても大丈夫などと思われているのが現状である。これ

らの誤った理解を払拭させ、日本の専門学校の職業教育の高さと魅力ある職業のプ

ロを育成する教育集団であることの正しい情報を発信する情報冊子の作成が、今回

の事業の目的である。 

 

 ２．会議の開催 

 （１）会議の開催 

  ◆実施委員会 

   ・平成 29 年 2 月 10 日（金）開催 

専修学校（主に専門学校）の魅力を発信するうえで、大阪だけにとどまらず『日 

本の専門学校』における情報発信であることをベースとするための、各都道府県の 

状況及び実務協力を得るための調整複数県等と事業内容の連携を取りながら事業を 

進めた。また、最終段階での記載内容の確認、修正と今後の活用について意見聴取 

を行った。 

  ◆ワーキング会議 

   ・第 1 回平成 28 年 11 月 25 日(金) 

・第 2 回平成 28 年 12 月 9 日（金） 
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・第 3 回平成 29 年 1 月 13 日（金） 

    事業実施のための現状把握、課題の共有を行い、情報冊子の構成について議論す 

るための会議を開催した。 

 

 （２）具体的な連携内容について 

   【ＴＣＥ財団】 

    ＴＣＥ財団は、平成 27 年度同事業において、『専門学校留学ガイド』を作成して 

いるため、今回広報物を制作するうえですでに活用されている広報物と内容の精査 

を図り、効果的な広報について進言を求めた。 

【広専各および福専各】 

「専門学校魅力発信ＢＯＯＫ」のジャンル別 『専門学校の魅力』、『日本・母国で 

活躍する留学生』において、掲載記事を提供いただくため、会員校への呼びかけ等 

の協力を得た。掲載記事の提供は、アンケート形式にて実施し、内容確認を経て作 

成した。 

 

３．事業実施内容 

 （１）事業名 

「専門学校魅力発信ＢＯＯＫ」の制作 

 

 （２）実施内容 

    世界から見た、魅力ある日本文化と人材育成の中心を担っている専門学校の魅力 

あふれる教育内容、インターンシップ、就職先の企業などを業界別に紹介した冊子 

を作成する。 

    年々増加の一途をたどる外国人留学生に対し、受け入れ先としての専門学校の魅 

力を様々な角度から正確かつ具体的に伝え、進路決定の一助となる冊子にするべく、 

以下の内容構成とした。 

 

① 専門学校の魅力ポイント 

専門学校の全体像を把握し、その魅力を理解できるよう、魅力ポイント１～３に 

分け説明。 

 ●ポイント１ 

日本の学校教育における専門学校の位置づけを図で説明し、将来の進路決定に 

関わる「専門士」、「高度専門士」の説明も掲載。 

 ●ポイント２ 

専門学校の授業を通じて世界に通用する専門知識や技術が身に付き、卒業後幅 
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広い分野で活躍できることをイメージしやすいように、８分野の詳細な説明と 

活躍できる職種を具体的に記載した。 

 ●ポイント３ 

留学生の進路に関する数値データを掲載し、卒業後の方向性を決める上で参考 

にできるようにするとともに、日本の専門学校入学を選択するに際し、必要と 

なる出願条件や、日本語能力についても説明を加えた。 

 

② 『ＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ』ジャンル別 専門学校の魅力 

日本が世界に誇れる文化 「 ＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ 」をコンセプトに、 

1. アニメ・マンガ・声優 

2. 日本食・和菓子 

3. 介護・福祉・医療  

4. ホテル・旅行・観光  

5. ロボット・IT・ゲーム 

6. 美容・メイク・エステ・ネイル 

7. 服飾・グラフィックデザイン 

8. 建築・自動車・電気 

9. バイオテクノロジー・農業 

のカテゴリに分け、専門学校に取材して具体的な学習方法や学びのポイント、卒

業後に就ける職業を留学生にもわかりやすくまとめた。 

 

③ 日本・母国で活躍する留学生 

専門学校を卒業後、日本や母国で活躍する留学生の姿を紹介。 

日本の専門学校入学を検討する留学生が知りたいと思うような内容をインタビュ 

ー形式で掲載。また、先輩留学生からのアドバイスもあり、進路を決める上で役立 

つ内容となっている。 

 

④ 留学生の専門学校教育における企業との連携事例 

留学生向けインターンシップの具体的な事例や「職業実践専門課程」実施校の授 

業における企業連携事例を紹介し、就職に直結する専門学校の魅力的な取り組みを 

説明。 

 

⑤ 専門学校の職業教育を周知するための取り組み事例 

オープンキャンパスでの留学生向け体験授業の実施や日本語学校にいながら専門 

学校の授業を体験できる「出前授業」の実施など、専門学校の職業教育を周知する 
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ための取り組み事例を紹介。 

 

 （３）事業実施スケジュール 

「専門学校魅力発信ＢＯＯＫ」制作スケジュール 

作業項目 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

・取材依頼等の調整 

・取材先掲載校の選定 
●     

・取材アンケート依頼送付 ●     

・第 1回取材アンケート回収     ●    

・掲載フォーマットデザイン決定  ●    

・第 2回取材アンケート回収、締切  ●    

・取材先校正（2回）  ●   

・実施委員会用 冊子案作成   ●   

・実施委員会意見反映 

・最終確認 
   ●  

・再入稿、印刷 

・納品、発送 
    ● 

 

 

４．成果および成果目標における達成状況 

 （１）広報物について 

日本の専門学校が行う職業教育の質の高さや、グローバル人材へのニーズへの理解を 

得るためには、専門学校における入口から出口までを示す必要があると考える。 

その点において、今回作成した冊子は、以下の項目に基づき構成していることから、 

当初の目的に沿った広報物であると言える。 

・日本という国に興味を持ってもらうこと 

・その興味をさらに惹きつけるコンセプトを設定すること 

・専門学校という学校種への理解促進を図ること 

（職業訓練とは違う教育内容や、入学のための条件等への理解など） 
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  ・魅力ある教育内容や取り組みの具体例を広報すること 

  ・卒業後の進路や日本での就職に関する事例を広報すること 

 

 （２）広報および活用について 

  広報物の配布については、成果目標としていた海外および日本国内の日本語教育機関 

へ配布を行った。 

海外の日本語教育機関への配布については、国際交流基金が実施する『日本語教育機 

関調査』の結果を基に日本語教育を行う高等教育機関に絞り込み、送付した。 

 発送国においては、当連合会が同アシスト事業において平成２６年、２７年ともに対 

象国と定め事業を実施してきたベトナムをはじめ、近年留学生が増加している東南アジ 

アを中心とした１４か国２３０箇所へ配布し、ニーズに応じた広報を実施した。 

 国内への広報については、全国の日本語学校へ配布したところ、同冊子および専門学 

校への進学について問合せがあったことから、今後同様の反応が期待されるところであ 

る。今後も、過去４年間において連携してきたベトナムの日本語教育機関や国内の教育 

機関や団体を中心に引き続き広報するとともに、ホームページ等も活用し、広く周知し 

ていく予定である。 

 

【海外配布】 ※単位：施設 

① 東南アジアを中心とする日本語教育機関  ２３０件  

（インドネシア 46、シンガポール 7、ブルネイ 1、マレーシア 36、ラオス 1、 

カンボジア 3、タイ 72、フィリピン 25、ベトナム 22、ミャンマー2、ネパール 1、 

スリランカ 3、モンゴル 11） 

② ①の国の在日大使館・領事館等  ５２件 

 

【国内配布】 

① 全国の日本語教育機関における進路指導担当者および留学生  ４７５件 

② 全国専各事務局       ４８件 

③ 掲載協力校         ２９件 

④ 大専各会員校       １７９件 

 

 

 

 

 

 



6 

 

５．次年度以降における課題・展開 

  海外および国内においても、専門学校の教育内容について十分な理解を得ているとは 

言い難い。そのため、今年度制作した冊子の内容を活用し、引き続き日本の専門学校の 

職業教育の質の高さを訴求していく必要がある。 

また、専門学校教育の最大の魅力は出口、つまり就職に直結した教育内容にあると考 

える。近年では少子高齢化による労働人口減少や社会のグローバル化に伴い、技術的分 

野の外国人労働者に対する企業ニーズが高まっている。 

「介護福祉士」の在留資格制度の改定にて、弾力的な対応がなされたとはいえ、専門 

学校で学んだ留学生の日本就職においては、いくつもの障壁があるのも事実である。多 

様な企業ニーズに沿った専門人材の育成ができる専門学校の魅力は、日本の魅力発信に 

もつながることから在留資格の緩和または新しい在留資格の創出がなされることを期待 

したい。 

  一方、日中関係の変化や日本企業の ASEAN 地域への進出に伴い、ベトナム、ネパー 

ルをはじめとする非漢字圏からの留学生が急増している。 

このような状況から、専門学校においても留学生専門学校が実際に留学生を受入れる 

にあたり、入学要件の整理や在籍管理や、非漢字圏からの留学生に対する語学教育と専 

門教育の在り方など、実施する教育内容の質保証について、業界全体で取り組んでいく 

ことが急務である。 

 

 これらの課題を解決していくため、各地域において対策となる事業を実施していくの 

は当然であるが、専修学校業界で取り組んでいくためには、他府県との連携が必須であ 

ると考える。 

 今年度事業を実施するため連携した都道府県については、次年度以降においても協議 

の場を設け、状況の報告や課題解決のための方策について共有するとともに、各地域の 

特性を生かした事業及び業界全体として取り組むべき事業のすみ分けを行い、より効果 

的な留学生施策を実施していく予定である。 
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実施委員会 

（意見聴取） 

 

ワークキンググループ 

（全体運営・具体案作成） 

６．事業実施体制 

 事業実施に係る連携体制 

（１） 実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆実施委員会 

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

１ 福田益和 大専各 理事長 委員長 大阪府 

２ 柴田 真也 職業教育・キャリア教育財団 事業協力・助言 東京都 

３ 沖 周平 
公益社団法人広島県専修学校各

種学校連盟 
事業協力・助言 広島県 

４ 若杉誠司 
一般社団法人福岡県専修学校各

種学校協会 
事業協力・助言 福岡県 

５ 上田哲也 大専各 副理事長 委員 大阪府 

６ 長谷川惠一 
エール学園 

留学生委員会委員長 
副委員長 大阪府 

７ 平岡憲人 清風情報工科学院 委員 大阪府 

８ 瓶井 修 日本メディカル福祉専門学校 委員 大阪府 

９ 冨永桂多 関西外語専門学校 委員 大阪府 

10 田中祐司 辻調理師専門学校 委員 大阪府 

11 佐藤裕幸 大阪 YMCA国際専門学校 委員 大阪府 

12 木村泰一 ECC留学生センター 委員 大阪府 
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◆ワーキンググループ 

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

１ 長谷川惠一 

エール学園 

委員長 大阪府 

２ 萩原大作 委員 大阪府 

３ 崎村 真 委員 大阪府 

４ 上田哲也 大阪ｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ専門学校 委員 大阪府 

５ 平岡憲人 
清風情報工科学院 

副委員長 大阪府 

６ 古畑和彦 委員 大阪府 

７ 瓶井 修 
日本メディカル福祉専門学校 

副委員長 大阪府 

８ 瓶井 剛 委員 大阪府 

９ 冨永桂多 関西外語専門学校 副委員長 大阪府 

10 木村泰一 ECC留学生センター 委員 大阪府 

11 山下裕貴 
修成建設専門学校 

委員 大阪府 

12 三枝省三 委員 大阪府 

13 松野弘美 ㈻トラベルジャーナル学園 委員 大阪府 

14 小島賢久 森ノ宮医療学園専門学校 委員 大阪府 

15 浜野哲二 大阪工業技術専門学校 委員 大阪府 

16 白川啓子 大阪 YWCA専門学校 委員 大阪府 

17 佐藤裕幸 
大阪 YMCA国際専門学校 

委員 大阪府 

18 小川健一郎 委員 大阪府 

19 柴田聖子 大阪バイオメディカル専門学校 委員 大阪府 

20 岡田知幸 
近畿社会福祉専門学校 

委員 大阪府 

21 枡 豪司 委員 大阪府 
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